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国総研資料第 1332 号「内湾における海生生物の 

生息場ネットワークの定量化に関する検討 

－東京湾におけるホソウミニナの場合－」を刊行します 
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本資料は、国総研ホームページで公開しています。  
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生物が複数の生息場を行き来することで形成されるネットワークに着目し、人工

干潟等のブルーインフラが広域的な生物多様性の持続にどのように貢献するかを評

価する手法の開発に取り組みました。その初期的な検討として、東京湾に生息する

巻貝（ホソウミニナ）を対象に、ネットワークの強さを示す指標の提案およびネッ

トワークの定量化を行いました。 
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